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「
悌
語
自
在
」
、
「
九
髄
伊
呂
波
」
、

ー

l

橋
爪
貫
一
の
洋
学
入
門
書
1
1
1
1
1

「
園
蓋
」

関

場

武

明
治
初
期
i
中
期
に
か
け
て
、
青
木
輔
清
と
並
び
啓
蒙
的
な
著
作
を
数
多
く
も
の
し
た
人
物
に
橋
爪
貫
一
（
明
治
一
七

〈
一
八
八
四
〉
年
九
月
残
）
が
滑
る
。
洋
学
関
係
で
は
「
雄
一
七
ツ
以
呂
波
」
や
「
積
一
九
龍
伊
日
波
」
、
字
書
・
辞
典
関
係

で
は
「
糊
漢
語
字
林
大
成
」
、
「
剰
康
照
字
典
」
、
往
来
物
・
教
科
書
関
係
で
は
「
世
界
商
責
偽
恥
」
、
「
小
皐
讃
本
」
、
そ
れ

に
「
内
外
新
報
」
や
「
東
京
新
報
」
等
の
新
聞
の
編
集
・
刊
行
と
い
っ
た
具
合
に
、
五
、
六
十
点
程
の
著
作
を
次
々
と
出

版
し
て
い
る
。
何
し
ろ
一
万
二
千
余
語
を
収
載
す
る
漢
語
辞
典
を
二
十
日
で
脱
稿
し
二
十
日
で
銅
刻
を
完
成
さ
せ
た
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
（
「
請
書
自
在
」
）
、
書
物
造
り
に
相
当
な
情
熱
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
松
園

橋
爪
貫
一
に
つ
い
て
は
、
松
井
利
彦
氏
の
御
論
考
中
に
ふ
れ
る
所
が
あ
り
（
「
近
代
漢
語
辞
書
の
成
立
と
展
開
」
平
成
2

・

日
）
、
筆
者
も
「
皐
鐙
」
八
九
巻
五
号
（
平
成
4

・
5

）
「
漢
和
・
漢
語
辞
典
の
歴
史
」
の
中
で
、
そ
の
著
作
を
簡
単
に
紹

介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
石
井
研
堂
の
言
う
（
「
鴫
献
新
聞
全
集
」

4

・
解
題
）
「
維
新
前
後
の
雑
著
家
で
、
英
書
を
議
み
、

松
園
と
も
松
廼
屋
と
も
競
し
、
啓
蒙
的
小
著
に
富
」
む
彼
の
全
貌
を
捉
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
「
土
居
光
知
や
南
方

熊
楠
を
次
ぐ
学
者
で
」
「
松
原
氏
ほ
ど
に
博
識
の
学
者
を
私
は
知
ら
な
い
」
と
称
え
ら
れ
る
（
中
公
文
庫
「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
説
話
｜
｜
東
と
西
の
出
会
い
」
平
成
4

・
3

中
西
進
氏
解
説
）
松
原
秀
一
氏
な
ら
い
と
も
容
易
い
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
教
養
の
無
さ
か
ら
同
氏
の
話
さ
れ
る
こ
と
の
半
分
も
理
解
し
得
な
か
っ
た
小
生
に
と
っ
て
は
と
て
も
無
理
。
取
り
敢

え
ず
橋
爪
貫
一
の
洋
学
関
係
の
著
作
の
幾
つ
か
に
つ
い
て
報
告
を
提
出
す
る
次
第
で
あ
る
。
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一、

「
悌
語
自
在
」
、「
雄
一
七
ツ
以
呂
波
」

長
崎
の
阿
蘭
陀
通
詞
本
木
正
栄
ら
に
よ
る
「
悌
郎
察
僻
範
」
（
文
化
一
一j
一
三
〈
一
八
一
四
1

二
ハ
〉
年
頃
成
ル
）
は
写
本
の
ま
ま
刊
行

き
れ
る
こ
と
な
く
了
っ
た
が
、
邦
人
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
の
成
果
は
、
茂
亭
村
上
英
俊
の
「
三
語
便
覧
」
（
嘉
永
七
八
一
八
五
四
〉
年
序

刊
）
に
始
ま
り
、
「
盤
側
英
訓
排
」
（
安
政
二
〈
一
八
五
五
〉
年
）
、
「
五
方
通
語
」
（
同
四
年
）
、
「
悌
語
明
要
」
（
元
治
元
〈
一
八
六
四
〉
年
）

と
次
々
と
出
版
さ
れ
て
行
く
。
そ
し
て
、
開
成
所
か
ら
「
法
朗
西
単
語
篇
」
（
慶
応
二
〈
一
八
六
六
〉
年
）
や
「
法
語
階
梯
」
（
同
三
年
）
、
「
悌

語
初
歩
」
（
同
）が
、
ま
た
、
民
間
で
も
桂
川
甫
策
の
「
法
蘭
西
文
典
字
類
」
（
慶
応
三
年
）
や
「
英
悌
単
語
便
覧
」
（
明
治
元
〈
一
八
六
八
〉

f

（
注2
）

好
樹
堂
譲
」
の
「
桝
併
和
僻
典
」
（

Z
C
C
〈
開
〉
口
口
同
（
い
同
，

M
C
Z
Z〉
回
同
開

年
）
等
が
印
刷
に
ふ
さ
れ
、
「
明
治
四
年
辛
未
正
月
新
錆
／
寄
陽

司
一
月
〉Z
わ
〉
円ω
l』
〉
附v
C
Z
K
F
H
ω
問
。
口
内
向
日ω
E
F
g

司
ユ
ロ
巳
冨
－
C
M
F
F
g
n
。
ョ
℃
。
ω
m
ω開
円
台
ロ
の
吋ω
ロ
円
四Z
。
ョ

σ
z
u
o
F
。
。
c
t。
ロ
ω
・
）

続
い
て
行
く
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
橋
爪
貫
一
も
ま
た
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
疑
わ
し
い
も
の
の
、
「
挿
語
併
蘭
西
文
典
」
（
慶
応
三
〈
一
八

六
七
〉
年
）
、
「
雄
一
七
ツ
以
呂
波
」
（
明
治
三
〈
一
八
七

O
〉
年
春
）
、
「
倒
語
自
在
」
（
同
七
月
）
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
入
門
書
を
出
し
て
い

（
注3
）

る
。
「
挿
語
仰
蘭
西
文
典
」
は
未
見
で
あ
り
、
「
悌
皐
七
ツ
い
ろ
は
」
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は
「
悌
語
自
在
」

の
書
型
お
よ
び
内
容
を
中
心
に
紹
介
し
て
行
く
こ
と
と
す
る
。

中
本
左
袋
綴
一
冊
。
明
治
初
期
の
洋
学
関
係
の
書
物
は
こ
の
型
式
の
も
の
が
多
い
が
、
橋
爪
の
著
作
も
こ
の
形
の
も
の
が
多
い
。
但
し

「
世
界
商
責
往
来
」
等
は
普
通
の
右
綴
じ
で
あ
る
。
表
紙

渋
刷
毛
引
。
竪
一
八
・
一
、
横
二
一
糎
。
題
策

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白

紙
、
表
紙
中
央
上
寄
り
に
貼
付
。
「
倒
語
自
在

ご
。
竪
一
一
・
七
、
横
一
・
九
五
糎
。
前
見
返
し

黄
紙
。
匡
郭
内
を
中
央
の
欄
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が
幅
広
く
な
る
よ
う
に
界
線
で
縦
に
三
ツ
割
に
し
、
真
中
に
大
き
く
「
併
語
自
在
」
と
出
し
、
右
に
「
官
許
明
治
三
庚
午
歳
初
秋
」
、
左
に

「
誠
之
堂
蔵
版
」
と
記
す
。

内
題

本
文
初
丁
オ
上
方
に
「
偶
語
自
在
」
と
横
書
き
に
出
す
。
尾
題
終
了
ウ
右
上
ス
ミ
に
「
悌
語
自
在
巻
一
終
」
と
あ
り
。

柱
刻

白
口
、
上
魚
尾
黒
。
上
方
に
「
悌
語
自
在
」
、
下
方
に
重
線
を
置
い
て
丁
付
。
凡
例
部
分
の
み
ウ
ラ
側
、
魚
尾
の
下
に
「
凡
例
」

と
出
す
。
丁
付

二
六
丁
＋
奥
付
。
匡
郭

（
凡
例
）
一
1

二
、
（
本
文
）

一
I
B－
－
二
十
四
。
丁
数

四
周
単
辺
。
竪
二
二
・
六
、
横
八

九
糎
。

－

H
Hリ
3

－

干
＋1
4
2凶

後
見
返
し
匡
郭
内
右
上
方
に
、
「
官
許
／
明
治
三
庚
午
年
七
月
彫
成
」
と
出
し
、

下
方
に
「
橋
爪
貫
一

編
輯
／
松
井
次
郎

戴
版
」

と
記
す
。

界
線
を
置
い
て
左
上
方
に
「
叢
行
／
書
控
」
と
大
き
く
出
し
、
下
に
「
大
坂
心
粛
橋
通
南
久
宝
寺
町
伊
丹
屋
善
兵
衛
／

そ
し
て
、

同

心
斎
橋
通
北
久
賀
寺
町
河
内
屋
源
七
郎
／
同
心
粛
一
橋
通
備
後
町
角
近
江
屋
平
助
／
京
都
東
洞
院
三
条
通
上
ル
村
上
勘
兵
衛
／
東
京
日
本
橋
通
二
丁
目
山

城
屋
佐
兵
衛
／
同
芝
神
明
前
岡
田
屋
嘉
七
／
同同
和
泉
屋
吉
兵
衛
／
岡
本
石
町
二
丁
目
角
椀
屋
喜
兵
衛
」
と
、
三
都
八
名
の
書
障
を
列
記
す
る
。

巻
頭
に
あ
る
凡
例
（
「
偶
語
自
在
凡
例
」
）は
や
や
長
文
で
あ
る
が
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

此
書
ハ
、
法
朗
西
ノ
文
法
通
語
ノ
書
ニ
シ
テ
、
日
用
ノ
手
簡
ヨ
リ
舎
話
ニ
便
ナ
ル
局
ニ
編
次
セ
ル
者
ナ
レ
ハ
、
熟
議
数
過
ニ
シ
テ
仰
ニ

入
1

容
易
ナ
リ
、
専
ラ
初
皐
ノ
者
必
讃
ノ
書
、
且
商
家
交
易
ノ
際
、
謀
者
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
事
ヲ
便
ス
ル
ニ
易
カ
ラ
ン

此
書
ヲ
以
テ
悌
皐
ニ
志
ス
徒
ハ
、
第
一
篇
ニ
翠
タ
ル
所
ノ
数
語
ヲ
数
回
熟
讃
シ
、
悉
ク
暗
記
シ
得
ハ
、
第
一
ノ
作
例
ヲ
容
易
ニ
讃
ミ
得

可
シ
、
若
シ
之
ヲ
讃
ミ
得
ル
能
ハ
サ
ル
ハ
、
未
ダ
第
一
編
ノ
数
語
ヲ
暗
記
ス
ル1
ノ
熟
セ
ザ
ル
ナ
レ
ハ
、
再
ヒ
之
ヲ
熟
讃
シ
テ
、

作
例
ヲ
暗
諦
ス
ル
ノ
域
ニ
至
ル
可
シ

原
ト
西
洋
ノ
字
音
ハ
、
我

邦
ノ
字
音
ヲ
以
テ
按
ス
ル
1

甚
難
シ
、
且
悌
字
ハ
二
十
五
字
ニ
シ
テ
、
我
五
十
音
外
ノ
音
ヲ
生
ル
故
ニ
、

-7-
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后
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．
ふ
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日
刊
事
長
ぽ
恥
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は
〈
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が
吠
山
側

館
r
v
此
’
－

n
w
L・
ー

バ
・
川
沿
（
川
～
間
…
州
げ
刷

J川
川
島
町
ι
し

R
e

《
b
L
l

ア
t
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b
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a
a
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川
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P
U
A
b
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F
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L
・
’

h
o

’

E
「
R

「イ弗語自在」本文 5 ウ・ 6 オ

以

我
仮
字
二
字
ヲ
以
テ
彼
カ
一
字
ニ
讃
マ
シ
ム
ル
ア
リ
、
ル
ァ
ハ

ル
ア
ニ
同
シ
カ
ラ
ズ
、
イ
ュ
ハ
イ
ユ
ニ
異
ナ
リ
、

更
ニ
小
サ
ク

(349) 

書
シ
テ
俄
字
ヲ
挿
ム
者
ハ
、
其
音
ア
リ
ト
雄
陸
、
微
ニ
シ
テ
口

外
ニ
洩
レ
聞
へ
ズ
、
其
二
十
五
字
ノ
中
ニ
母
子
ノ
別
ア
リ
音急

母
A
E
I
O
U
Y

ノ
六
字
ハ

一
字
濁
用
シ
テ
音
ヲ
稜
シ
、
徐

ノ
子
字
十
九
字
ハ

前
母
ニ
合
シ
テ
ノ
ミ
音
ヲ
教
ス
、
故
ニ
数

字
ヲ
列
ネ
テ
一
一
語ト
ス
ル
ニ
、母
前
ノ
字
ト

子
前
ノ
字
ト
列
ネ

或
ハ
母
音
並
書
シ
子
音
並
書
ス
ル
ヨ
リ
、

音
ノ
響
ク
ト
不
響
ト

ア
リ
、
故
ニ
、
巻
首
ニ
記
セ
ル
伊
巴
波
ヲ
ノ
ミ
讃
得
ル
ト
モ

-8-

推
テ
知
リ
難
シ
、
是
ヲ
以
テ

一
二
億
字
ヲ
以
テ
音
ヲ
加
へ

次
ニ
諜
ヲ
示
ス
、
片
仮
字
ス
ラ
讃
得
ル
徒
ハ
、
此
書
ニ
依
テ
併

学
ノ
自
在
ヲ
得
ラ
ン
カ

句
讃
又
断
落
ノ
点
記
ア

リ
、
右
ノ
如
シ

人
議
ナ
リ
、
文
意

ノ
断
レ
ル
1

ナ
シ
、
・
’

ハ
句
ナ
リ
、
語
脈
断
レ
テ
文
意
断
レ
ズ
、

ハ
全
文
全
章
ノ
終
リ
？
ハ
疑
問
ノ
意
ヲ
標
ス
符
慌
ナ
リ

ハ
代
名
詞
ノ
上
ニ
動
詞
ア
ル
ト
キ
其
間
ニ
置
ク
、
O
他
ノ
書

ニ
ハ
二
語
或
ハ
三
語
ヲ
列
ネ
テ
一
ノ
熟
語
ト

ス
ル
件
用
フ
ト
難



陀
、
此
書
中
未
ダ
其
域
ニ
至
ラ
ズ
、
全
ク
本
文
ノ
外
意
呆
ナ
シ

’
ハ
零
点
ナ
リ
、
冠
詞
ノ
尾
ト
語
ノ
頭
ト
ニ
母
前
ノ
字
ア
リ
テ
、
母

前
重
ナ
ル
持
ハ
、
冠
詞
ノ
尾
ニ
ア
ル
母
前
ノ
字
ヲ
省
ヒ
テ
、
此
国
各
点
ヲ
用
フ

左
ノ
数
点
ヲ
排
セ
サ
レ
ハ
、
意
味
徹
底
セ
ズ
、

須
ク
詰
記
ス
ベ
シ
、
飴
ハ
後
編
ニ
至
ル
ニ
非
ザ
レ
ハ
用
ナ
キ
ヲ
以
テ
葱
ニ
不
挙
、
且
此

篇
ハ
易
キ
ヲ
主
ト
シ
タ
レ
バ
、
精
粋
ナ
ル
ハ
後
篇
三
譲
ル
故
ニ
、
規
則
格
法
其
外
未
ダ
該
ニ
蓋
サ
ズ

明
治
コ
下
歳
孟
春

松
屋
貫
一
誌
」

内
容
は
、
凡
例
に
言
う
よ
う
に
、

ア
ベ
セ
デ

ま
ず
「
大
字
伊
呂
波
」
と
し
て
A
B
C
D

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
活
字
体
大
文
字
で
出
し
、

字
伊
呂
波
」
と
し
て
同
じ
く
小
文
字
を
振
り
仮
名
付
き
で
出
し
て
、

w
h
h
H
A
W

与

一
格
ロ
ロ
・
ノ
．
二
格
〉
ロ
・
ニ
．
三
格
円
。
・
ヲ
．
四
格
の
四
つ
を
掲
げ
「
車
称
ノ
男
性
」
と
す
る
。

ヰ
弘

Y

シ
ャ
ボ
ン
ゃ
い
，

u、
、
与
サ
タ
ウ
ユ
代

H

カ
ミ
や
寸

t

坑
ハ
ウ
シ
市
吐
ゃ
い

J

キ
ミ

ω
ω〈
。
ロ
・
石
鹸
コωZ
2
0
・
砂
糖
コ
宮
立
R

紙
コ
の
F
8
8
c・
帽
子
1

・
言
。
ロω
ぽ
日
・
君
に
至
る
「
出
早
称
ノ
男
性
」
「
普
通
名
詞
」
を
十
語
、

セ
H

叫

1

弘

l

ヨ
代

l

市
マ
弘
，

V
7
F

』0
・
五
口
〈
。5
・
汝

F
0
・
其
レ
の
一1
三
人
称
の
「
人
代
名
詞
」
、
∞gF

良
キ

5
2
u
p
古
キ
等
の
「
模
様
形
容
詞
」
、
富
。
ロ
・
五
ロ
ノ
ぐ

o
可
0
・

山v

ー
ャ
ド
ン
ナ

1
V
4

シ
カ
＼
l
イ
回
二
叶

汝
ノ
の
「
物
主
形
容
詞
」
、
心c
o
－
－
誰
ノ
．
何
．
の
「
不
定
形
容
詞
」
、
。
巳
・
然
リz
o
p
否
ナ

Z
0
3
ω
・
無
シ
の
「
極
メ
」
「
打
消
シ
」

H
l

寸

A

の
副
詞
、
「
前
詞
」
（U
0・
之
．
）
、
「
動
詞
」
（
K
F
F持
ツ
〉
〈
O
N
・
持
ツ
）
を
あ
げ
て
、
そ
れ
ら
を
使
っ
た
例
文
「
第
一
之
作
例
」
を
示
す
。

ー
い
い
何
回

E
l

い
川

i
E
H

川

d
l

い

作
例
は
〉
〈
O
N
l〈
0
5

－
ゅ
の
『ω℃
命
日
比C
E
・7
向
。5
－O
R
W
〕
ぜ
こ
め
の
『
ω
宮
内
凶
己
・
〉
〈

O
N
〈
。
5
5

。
ロ
℃
包
兄
句
包
〈
♀
月
間
）
包
ロ
・
〉

J
1
0
Nぐ
。
ロ
ω
目
。
ロ

同
判
》

E
M
l

国
い
川

1
0
5

岳
山
℃g
z

号
志
向
）
ぽ
見
守
口
三
ピ
ヨ
ω
・
の
如
く

第
一
篇
に
入
る
。
第
一
篇
は
、

次
い
で
「
平

は
じ
め
に
「
定
冠
詞
」
と
し
て
円
。
・
ガ
．

円
、
。
富
一
口
・
刻
包

そ
し
て
以
下
、

9-

訳
す
順
序
を
漢
文
を
訓
み
下
す
時
と
同
じ
よ
う
に
数
字
で
示
し
、

掲
げ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
和
蘭
語
や
英
語
の
学
習
書
に
既
に
見
ら
れ
る
方
式
で
あ
り
、
本
書
独
自
の
も
の
で
は
無
い
。
な
お
、
例
文
に
訳
や
讃
み
は
付
い
て

い
汁
計
図

作
例
は
〈
。
巳R
ー
〈
。
ロN
B

。
号
ロ
ロ
め
吋
己
め
てR
m
g

仲
間
）
。
己
吋

い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
調
子
で
第
十
三
篇
「
不
定
法
」
「
現
在
」
ま
で
続
き
、

い

E
6

凶
い
川
冨
計
什
バ
〉
十
件

。
ロ
附
呂
町20
門
司
』
ぬ
ぐ
O
C
M

〈
。
5
0

ロ
品
。
ロ
ロo
n
B

包
ω

す
ロ
ゲ
D
m

－
m
C
O
B
－
で
終
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
成
主
冗
、

」a
d
v
dニ
コ
ロ

反
復
暗
諦
し
て
行
け
ば
、
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初
学
の
徒
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
仕
立
て
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
悌
語
自
在
」
の
題
名
も
強
ち
誇
大
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

(347) 

凡
例
に
言
う
後
編
が
出
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

き
て
、
橋
爪
貫
一
は
、
本
書
の
出
版
よ
り
少
し
前
、
明
治
三
年
三
月
に
「
雄
一
七
ツ
以
呂
波
」
を
出
し
て
い
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
既
に
拙

（
注3
）

稿
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
童
国
型
等
は
そ
れ
よ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
書
型
・
内
容
共
に
当
時
流
行
っ
て
い
た
碧
海
阿
部
為
任
著
、

「
替
七
ツ
以
呂
波
」
（
慶
応
三
〈
一
八
六
七
〉
年
九
月
刊
）
を
基
に
し
、
英
語
を
偶
語
に
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
の
序
文

で
あ
る
。
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
と
「
悌
皐
七
ツ
い
ろ
は
」
の
二
つ
を
並
べ
て
見
る
と
、
そ
の
焼
き
直
し
の
様
が
よ
く
わ
か
る
。

し
ん
じ
い
ん
じ
島
へ
じ
ょ
ん
の
こ
〉
ろ

一
一
迫
の
い
ろ
は
。
並
に
指
字
。
五
十
韻
字
等
は
。
英
人
著
述
の
。
日
本
文
法
書
。
又
日
本
僻
書
よ
り
。
抄
出
し
た
る
者
に
し
て
。
敢
て
臆
断
私
意

い
へ
と
か
う
ら
ん
き
ょ
う
た
か
た
ゐ
な
か
こ
ど
も
け
い
こ
ち
か

を
。
以
て
す
る
も
の
に
あ
ら
す
。
然
り
と
雄
も
。
大
方
君
子
の
高
覧
に
供
す
る
に
足
ら
す
。
た
冶
僻
村
遠
郷
に
あ
る
。
児
輩
初
学
の
捷

み
ち径

な
ら
ん
か
と
い
ふ
。
慶
謄
丁
卯
の
秋
月
。

ゆ
え
続
篇
も
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、

碧
海

阿
部
為
任
誌
（
印
二
箇
）
」
〈
英
学
七
ツ
い
ろ
は
〉

-10-

這
の
い
ろ
は
並
に
楕
字
五
十
韻
字
等
は
、
悌
人
著
述
の
日
本
文
法
書
又
日
本
辞
書
よ
り
抄
出
し
た
る
者
に
し
て
、
敢
て
臆
断
私
意
を
以

て
す
る
も
の
に
あ
ら
す
、
然
れ
は
、
大
方
君
子
の
高
覧
に
供
す
る
に
足
ら
す
、

た
冶
僻
邑
遠
郷
の
児
輩
を
し
て
、
初
血
干
の
捷
径
な
ら
ん

事
を
希
に
な
ん

す
な
わ
ち
「
雄
一
七
ツ
以
呂
波
」
の
そ
れ
は
、
英
学
の
序
文
の
「
英
人
著
述
の
」
を
「
偶
人
著
述
の
」
に
代
え
、
「
然
り
と
い
蛇
も
」
を
「
然

か
た
ゐ
な
か
こ
ど
も

れ
は
」
に
、
「
僻
村
遠
郷
に
あ
る
。
児
輩
」
を
「
僻
邑
遠
郷
の
児
輩
を
し
て
」
に
、
「
な
ら
ん
か
と
い
ふ
」
を
「
な
ら
ん
事
を
希
に
な
ん
」
と

桂
洲
騰
園
（
印
）
」
〈
悌
学
七
ツ
い
ろ
は
〉

し
、
英
学
に
在
っ
た
振
り
仮
名
を
一
切
省
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

と
く
に
「
英
人
」
を
「
悌
人
」
に
替
え
た
個
所
等
は
、
安
直
に
過

ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
文
も
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」

の
英
語
の
部
分
を
悌
語
に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
「
悌
事
七
ツ
い
ろ
は
」
に
な

市
＼

υ、

J
W

、
一

る
と
い
っ
た
態
な
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
出
し
、
次
に
己
g

ロ
。
B

可
。
ω

と
し
て
数
字
を
一
不
し
、
五
ウ
に
「
悌
字
以
呂
波
／



風
顛
月
療
生
（
印
）
」
と
大
き
く
出
し
、以
下
本
文
に
入
っ
て
い
る
点
。

一
五
オ
右
方
に
「
子
母
五
十
前
字
／
桃
源
釣
徒
（
印
）
」
と
出
し
て

以
下
母
韻
、
子
韻
、
そ
れ
に
五
十
音
図
を
出
し
て
い
る
点
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
の
順
序
に
従
い
擦
っ
て
行
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
本
文
の
四
行
七
段
の
掲
出
順
も
、
真
仮
名
の
字
母
を
含
め
、
英
学
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
「
英
字
以
目
波
」
で
は
半
濁

音
に
真
仮
名
の
呈
示
が
無
か
っ
た
が
、
本
書
に
は
入
っ
て
お
り
、
ラ
行
が
R

で
な
く
L

を
使
っ
て
表
記
し
て
あ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
、
英
語
と
仏
語
の
違
い
か
ら
、
綴
り
の
一
部
も
当
然
異
な
っ
て
い
る
。

「
棋
僻
九
髄
伊
呂
波
」
「
ヨ
軒
苗
字
蓋
」

き
て
、
右
に
見
た
如
く
、
「
問
一
七
ツ
以
呂
波
」
は
、
「
詰
一
七
ツ
以
呂
波
」
の
英
語
の
部
分
を
仏
語
に
置
き
換
え
た
だ
け
と
い
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
松
園
橋
爪
貫
一
に
は
、
も
う
一
つ
、
「
樟
七
ツ
以
呂
波
」
に
準
拠
し
た
著
作
が
あ
る
。
明
治
四
（
一
八
七
ご
年
八
月
の
「
替

-11-

九
鰻
伊
呂
波
」

起
先
に
英
学
七
つ
い
ろ
は
と
い
へ
る
書
世
に
出
て
よ
り
、
英
皐
に
志
す
の
童
蒙
、

チ
ガ
ヒ

文
字
の
綴
績
に
於
て
縁
僅
の
差
異
あ
り
、

で
あ
る
。

同
書
は

子
の
著
せ
し
書
に
よ
れ
は

其
盆
を
得
る
支
少
か
ら
す
と
錐
も
、

ア
ラ
タ
メ

故
に
之
を
更
改
増
訂
し
て
、

今
英
図
撫
良
翁

以
て
世
に
公
に
す
、
是
か
非
か
猶

後
の
君
子
の
校
正
を
ま
つ

明
治
四
辛
未
歳
壮
月

橋
爪
貫
誌

ブ
ラ
ウ
ン

こ
こ
で
言
っ
て
い
る
「
英
国
撫
良
翁
子
の
著
せ
し
書
」
と
は
、

松
園

と
い
う
序
を
以
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

一
八
六
三
年
に
上
海
の
司
店
ω
σ
3
2・

宮
ロ
呂
町
ω
目
。
ロH
J・2
ω

で
印
刷
刊
行
さ
れ
た
∞
・
同
・
∞
円
。
当
ロ
の
わ
。
－
－
。
門

H
E
m－
』ω
℃
ω
ロ
2
0

・
。
円
わ
。
ロ
〈
q
g
z
。
ロ
包
ω
0
2
2
8
ω
〉
ロ
己
U
E
’

］
。
間
口
g
H
口
開
口
m
－2
F
〉
ロ
仏
宮
古
内
5
2
0

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
の

ω
o
z
oロ
n
o
ω
吉
開
口
m
－2
F
ω
ロ
己
』
丘
出
口
。
ω
ぬ
（
い
♀z
o
E色
の
部
分
を
翻
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刻
・
修
訂
し
た
版
が
望
洋
書
屋
か
ら
出
て
お
り
、
そ
の
奥
付
に
「
松
園
橋
爪
氏
蔵
版

東
京
磯
川

夜
行
書
一
房
青
山
堂
雁
金
屋
清
吉
」
と

(345) 

あ
る
一
本
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の
著
者
橋
爪
貫
一
が
そ
の
刊
行
に
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
、
「
例
学
七
ツ
い
ろ
は
」
序
文
の
「
偶
人
著

ブ
ラ
ウ
ン

た
し
か
に
撫
良
翁
の
著
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う

述
の
日
本
文
法
書
又
日
本
辞
書
よ
り
抄
出
し
た
」
等
と
い
う
怪
し
げ
な
記
述
と
は
違
い
、

こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
騒
七
ツ
以
呂
波
」
に

E

・g
－
含F
2
・N
Cと
あ
っ
た
ヂ
、

、ソ

、プ

ス
、
ズ
を
、
本
書
で
は
〕r
g
N
W門
同Nw
ω
N・

己
N

と
変
え
て
い
る
が

こ
れ
は
恐
ら
く

ω
・
同
・
∞
円
。
者
ロ
の
わ
♀
－
o
A
E巳

E
3

・D
2
0

の
巻
頭
ω
3
Z
B
え

Z
。
g
昨
日
。
口
問
。
吋
問
。
日
ω
巳
N
Z
m

E
3
・
ロ2
0

君
。
丘
ω
・
中
の
間
〉
斗
〉
同
〉
Z
〉
ω
J門
戸
円
、
〉
回
〉
月
Jへ
の
表
に
基
づ
い
て
の
改
変
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
見
た
と
言
っ
て
も
そ
の
程
度

の
こ
と
で
あ
る
。
書
型
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

中
本
左
袋
綴
一
冊
。
表
紙

「
眼
目
一
九
体
以
呂
波
全
」
。
竪
三
了
一
、
横
二
・
二
糎
。
前
見
返
し

枠
内
に
し
『
〉
匂
〉
Z
開
ω
開
〉
Z
U
＼
開Z
の
戸
円ω
国
〉
戸
司
一
回
〉1
＼
回
開
叶ω
H
Z
Z
H
Z開
口
H
m，

l

＼
匂
開
閉
山
開

Z
同
，m，

O
間
宮
ω
・
の
英
文
タ
イ
ト
ル
。
そ

の
下
に
「
積
一
九
程
伊
呂
波
」
と
大
き
く
記
し
、
右
欄
上
方
に
「
橋
爪
貫
校
訂
」
、
左
欄
に
「
東
京
青
山
堂
梓
」
と
出
す
。
柱
刻

魚
尾
黒
。
「
九
体
以
呂
波
」
。
下
方
にO
印
を
置
い
て
丁
付
が
あ
り
、
そ
の
下
に
二
重
の
界
線
を
置
く
。
丁
付

黄
色
地
紙
に
紗
綾
形
模
様
空
押
し
。
竪
一
八
、
横
一
二
糎
。
題
資

表
紙
右
肩
、
単
枠
付
短
冊
形
白
紙
。

12-

青
色
紙
。
界
線
で
縦
に
三
つ
に
区
切
り
、
中
央
の
欄
上
方
の上

一
j

二
十
一
。
丁
数

十
一
丁
（
二
十
オ
ま
で
本
文

ウ
は
広
告
）
十
奥
付
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
竪
一
四
・
八
五
、
横
九
・
七
糎
。
行
段
本
文
は
四
行
九
段
。

刊
記

後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
を
縦
に
二
ツ
割
り
に
し
、
右
上
方
に
「
官
許
」
、
左
に
「
東
京
書
林小石
川
大
門
／
雁
金
屋
清
吉
設
行
」

と
記
す
。
後
印
の
一
本
は
そ
れ
と
は
少
し
異
な
り
、
後
見
返
し
匡
郭
内
に
、
上
部
に
「
設
行
／
書
林
」
と
出
し
、そ
の
下
に
右
か
ら
、

「
大
坂
心
斎
橋
通
り

伊
丹
屋
善
兵
衛
／
全
所

敦
賀
屋
九
兵
衛
／
東
京
日
本
橋
通
一
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛
／
全
二
丁
目

山
城
屋

佐
兵
衛
／
同
所

須
原
屋
新
兵
衛
／
全
芝
神
明
町

岡
田
屋
嘉
七
／
全
所

和
泉
屋
吉
兵
衛
／
全
横
山
町
三
丁
目

和
泉
屋
金
右
衛
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「議九韓伊日波」本文 ・ 冒頭

門
／
全
浅
草
芽
町
二
丁
目

須
原
屋
伊
八
／
全
下
谷
数
寄
屋
町

岡
村
屋
庄
助
／
人
工
本町
三
丁
目

上
州
屋
宗
七
／
全
日
本
橋
四

日
市

和
泉
屋
半
兵
衛
／
全
小
石
川
大
門
町

属
金
屋
清
吉

板
」
と
計
十
三
軒
の
書
捧
名
を
列
挙
す
る

。

備
考

巻
末
の
広
告
は
仰
、
「
世
界
商
責
往
来
第
一
編
」
、
刷
、

第
一
編
」
、
付
、
「
購
史
略
字
引
」
の
三
点
の
、

い
ず
れ
も
橋
爪
の
も
の
で
あ
る。
川w

「
漢
語
捷
径

内
容
案
内
付
の
も
の
で
、

は
「
橋
爪
貫
著
」
と
し
て
「
西
洋
諸
品
物
を
園
画
し
、
其
知
れ

- 13-

難
き
も
の
に
は
注
揮
を
加
へ
た
り
」
と
あ
り
、
制
は
「
橋
爪
貫

校
」
と
し
て
、
「
洋
学
者
は
洋
音
に
く
わ
し
と
錐
も
、
漢
学
者
は

漢
音
を
知
ら
す
、
故
に
今此
書
を
上
梓
し
て
、
以
て
童
蒙
に
漢

音
を
知
ら
し
む
る
の
楢
梯
と
す
」
と
あ
る

。

付
は
「
橋
爪
貫
輯

l5k 

全
一
冊
」
と
し
て
、
「
之
は
四書、
五
経
、
文
選
、
十
八
史

客
、
元
明
史
客
、
園
史
客
等
の
字
引
に
し
て
、加
る
に
熟
語
を

以
て
せ
り
、
故
に
童
蒙
は
必
す
欠
く
べ
か
ら
き
る
書
な
り
」
と

説
明
す
る

。

内
容
は
、
は
じ
め
に
前
引
の
序
文
が
あ
り
、
次
い
で
寸
同
開
開

Z
0
・

(344) 



ロ
ω
国
〉
口
）
閉
山
〉
回
開
同
，
D
4
（
い
〉
苫
吋
〉F
F
一
何
吋H，
開
問ω

「
英
図
頭
字
／
玄
光
書
」
と
し
て
、
活
字
体
、
筆
記
体
、ゴ
チ
ッ
ク
体
の
各
大
字
訓

(343) 

み
仮
名
付
き
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
、
続
い
て
叶
回
開
開
Z
の
ロ
ω
国
〉
口
）
国
〉
∞
何
同
，H
Z
ω
冨
〉
F
F
F
一
開
同
，
H
，
開
河ω

「
英
園
小
字
／
江
玄
光

よ
り
多
い
が
、

訓
み
仮
名
付
き
、
活
字
体
・
筆
記
体
小
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
を
出
す
。

ス
イ
l

ヱ
イ
ツ
チ
ゼ
イ
ヱ
ン
ア
ル
ウ
イ

l

ド
プ
リ
ユ
l

ヱ
ツ
キ
ス
ズ
イ

l

訓
み
は

C
、

H
、

J
、

N
、

R
、

V
、

W
、

X
、

Z

等
で
、

ゴ
チ
ッ
ク
体
の
分
だ
け
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」

書
」
と
題
し
、

七
ツ
い
ろ
は
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
し
て
、

五
ウ
に
斗
回
開

〉
戸
間
）
国
〉
切
開
吋
，
ω
c
m
，
』
〉
吋
〉Z開
ω
開
〉
Z
U

開
Z
の
口
ω
同
「
英
字
以
呂
波
／
桃
山
人
書
」
と
題
し
、
六
オ
以
下
九
体
イ
ロ
ハ
の
本
文
に
入

同
築
書
体
の
五
体
。
合
わ
せ
て
九
体
で
あ
る
。

る
。
英
字
が
大
文
字
活
字
体
二
種
（
一
は
ゴ
チ
ッ
ク
）
、
小
文
字
活
字
体
、
筆
記
体
小
文
字
の
四
体
。
和
字
が
片
仮
名
、
真
仮
名
、
同
草
書
体
、

一
五
オ
ま
で
の
本
文
で
原
本
の
「
樟
一
七
ツ
以
呂
波
」
と
異
な
る
点
は
、
書
体
数
、
ヂ
、

、ソ

ヅ
、
ス
、
ズ
の
綴
り
、
鼻
濁
音
を
示
す
た
め
か
ガ
行
音
を
図
。
k
f出
。
戸
田
の
戸
田
の
戸
図
。
。
と
表
記
し
て
い
る
点
等
で
あ
る
。
こ
の
出
。
〉

式
の
表
記
で
あ
る
が
、
回
吋
。
者
ロ
の
著
の
口
問

ω

の
ロ
の
筆
記
体
を
『
に
見
誤
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
一
五
ウ
か
ら
は
数
字
で
、
〉
同
〉
回
目
（
い
・
「
亜

一 14-

刺
比
亜
敷
符
」
（
楳
鳩
主
人
書
）
、旬
。
さ
ね
ミ
「
羅
馬
数
符
」
（
竹
粛
閑
人
書
）
と
二
つ
に
分
け
、
「
英
学
七
ツ
い
ろ
は
」
の
そ
れ
を
大
巾
に
増
補

寸
4
J
W
4
1
d
y

中
や
吋

4
l
y
T
t
4
Q

中
l
d

下
、
一
ホ

1

（
注4
）

日
－E
ぐ
0
・
口
・
開
－o
〈
ゆ
ロ
－
H
ω・
同
，E
2
0
0
P
N
0・
司
君
。E
M－
－
ω
C・
同
，E
ユ
可
・
の
如
く
で
、あ
ま
り
い
た
だ
け
な
い
。

し
て
い
る
が
、

発
音
の
方
は
、

な
お
、
最
後
一
八
オ
i

一
二
オ
に
か
け
て
は
「
子
母
五
十
韻
字
」
（
秋
粛
山
人
書
）
と
称
す
る
母
韻
と
子
韻
お
よ
び
筆
記
体
小
文
字
片
仮
名
付

き
の
五
十
音
図
が
あ
る
。
因
に
明
治
七
年
四
月
刊
の
「
新
刻
書
目
便
覧
」
に
よ
る
と
、
本
書
お
よ
び
「
鶴
七
ツ
以
呂
波
」
の
値
段
は
各
々
十

銭
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
あ
げ
た
「
鶴
七
ツ
以
呂
波
」
と
「
樟
九
程
伊
呂
波
」
が
準
拠
し
た
阿
部
為
任
の
「
替
七
ツ
以
呂
波
」
は
、
実
は
、
江

（
注3
）

戸
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
往
来
物
の
う
ち
、
「
七
ツ
い
ろ
は
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
松
園
橋
爪
貫
一
に
は
、
他
に
も
、
江
戸
期
の
往
来

明
治
四
（
一
八
七
二
年
の
「
ヨ
軒
名
頭
字
蓋
」
と
「
一
一
一
軒
苗
字
蓋
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

物
に
基
づ
い
た
著
作
が
あ
る
。
例
え
ば
、

い
ず



れ
も
、

（
注5
）

江
戸
期
の
「
五
程
名
頭
字
」
（
文
政
十
年
版
等
あ
り
）

保
十
一
年
刊
）
と
い
っ
た
往
来
物
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
、

や
合
書
型
往
来
に
収
載
の
「
名
頭
字
蓋
」
、
「
首
字
蓋
」
、
「
柵
名
字
往
来
」
（
天

そ
れ
に
ロ
ー
マ
字
表
記
を
加
え
新
し
く
装
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
「
苗
字
蓋
」

の
方
を
紹
介
す
る
と
、
大
略
次
の
通
り
で
あ
る
。

中
本
左
袋
綴
一
冊
。
表
紙

子
持
ち
枠
付
短
冊
形
白
紙
。

黄
色
地
紙
に
網
目
模
様
空
押
し
。
竪
一
八
・
四
、
横
二
了
七
糎
。
題
策

表
紙
中
央
上
寄
り
に
貼
付
。
「
ヨ
軒
苗
字
蓋
全
」
。
竪
一
三
、
横
二
・
四
糎
。
前
見
返
し
子
持
ち
枠
内
を
真
中
の
欄
が
大
き
く
な
る
よ

う
に
縦
に
三
ツ
割
り
に
し
、
中
央
に
「
一
一
一
群
苗
字
蓋
全
」
と
隷
書
体
で
大
き
く
書
名
を
出
し
、
右
上
に
「
橋
爪
貫
一
著
」
、
左
に
「
東
京

書
林

高
笈
関
数
行
」
と
記
す
。

扉

ま
ず
オ
モ
テ
は
、
匡
郭
内
を
縦
に
三
ツ
割
り
に
し
、
中
央
に
大
き
く
「
英
皐
苗
字
蓋
」
と
出
し
、
右
上
に
「
橋
爪
貫
一
撰
著
」
、
左

H
4

辻
、
州
寸
J

ウ
ラ
は
、
匡
郭
内
に
「
何
回
国
の
〉
閉
口
＼
冨
目
、
〉
白
』
円
＼

風
李
子
（
印
「
竹
／
内
氏
」
「
梅
／
人
」
）と
筆
工
名
を
記
す
。
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下
に
「
耕
牽

ロ
ω
口
開
口
ω
回
目
・
」
と
活
字
体
大
文
字
で
三
段
に
出
す
。

柱
刻

白
口
、
上
魚
尾
黒
。
上
方
に
「
英
学
苗
字
尽
」
、
下
方
に
丁
付
。
但
し
扉
に
は
丁
付
無
く
、は
じ
め
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
示
し

て
い
る
三
丁
に
は
書
名
が
無
い
。
丁
付

口
一
j

口
三
、

一
l

廿
一
。
丁
数

二
五
丁
（
扉
一
＋

（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
三
＋

本

文
）
二
二
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
竪
一
四
・
四
、
横
九
・
三
五
糎
。
行
段

本
文
は
二
行
八
段
。

刊
記

終
丁
ウ
本
文
末
右
方
に
、
左
か
ら
「
明
治
四
辛
未
歳
六
月
新
錆
／
橋
爪
貫
一
著
／
東
京
書
捧

椀
屋
喜
兵
衛
」
と
あ
る
。
ま
た

寓
笈
閣
蔵
板
」
と
題
し
て
、
「
関
知
新
編
」
以
下
「
蹴
名
頭
」
に
至
る
八
点
の
広

後
見
返
し
匡
郭
内
に
、
「
松
園
橋
爪
先
生
編
輯
目
録

本
童告

はを
コ載
削せ
田る
~吋。
>
開 J

0 
〉、

7
w
w

辻
司
吋
川
寸

徳
川
H
，
（
）
関
口
一
回
の
〉
者
〉
」

j

「
間
宮
宮
〉
宮
司
k
f

辻
－
』
礼
申

曲
淵
冨
〉
の
〉
何
回
目
白
（U回
目
」
に
至
る
一
六
六
名
の
苗
(342) 
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字解

「英皐苗字墨」本文・ 冒頭

字
を
、
漢
字
表
記
と
英
字
三
体
（
活
字
体
訓
み
仮
名
付
き
大
文
字
、

(341) 

活
字
体
小
文
字
、
筆
記
体
小
文
字
）
で
示
し
た
も
の
で
、
源
、
平

藤
、
橘
i

一
郎
、
次

（ 郎
F守ー司 、

国4 三
2 .. 郎
F司、

尽殿
戸斗 様
J の
ヨミぇロ

戸 ｜
ぴデマ
出生
問中綴

とてt り
とラ を
（掲
明げ

る
「
一
一
一
軒名頭
字
蓋
」

治
四
年
六
月

高
笈
閣
刊
）
と
対
を
な
す
も
の
。

は
じ
め
に
、
発
音

振
り
仮
名
付
き
の
活
字
体
大
文
字
、
小
文
字
、
筆
写
体
小
文
字
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
表
を
あ
げ

次
い
で
活
字
体
小
文
字
の
五
十
音
図
を

出
し

「英
字
／
和
解
」
と
記
す

。

五
十
音
図
で
は
シ
、
ス
、
チ
、
、ソ

- 16-

は
各
々
ω
「
ω
F
R
E
w
g
cで
あ
る
が
、
本
文
で
は
ω
出
戸
ω
N
w
h出戸

み
叩
斗
－
」

吋
∞
N
に
な

っ
て
い

る
。

ま
た
、
毛
利
富
。
。
何
？
大
河
内

斗
寸
法

d

中
世

7
d

0
0
問
。
o
n
回
目
式
の
表
記
を
採
る
が
、
加
藤
間
〉
吋

o
d
w
内
藤

U？

4
7

d
γ

斗

τ
d

Z
〉
口
，c
c
w藤
堂
H，

C
C
口
。
。
の
如
く
組
艇
を
来
し
て
い
る
部
分

も
あ
り
、
西
尾
巳
各
一
。
の
如
き
誤
刻
も
あ
る

。

ガ
行
音
は
津
軽

辻
、
で

d

u
n

u
n

崎
川

，
、
、
背
中

叶
ω
N問
。
〉
M
N
d
w上杉
d
Jへ
何ω
N
図
。
F
溝
口
冨
H
N。
同
の
d
h
出
戸
五

島
田
。
。
吋
。
。
が
基
本
型。



「
現
酔
大
日
本
園
蓋
」
「
吋
六
大
洲
園
蓋
」

橋
爪
に
は
、
こ
の
他
に
も
、
江
戸
期
の
往
来
物
に
ロ
ー
マ
字
等
を
加
え
、
開
化
の
世
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
べ
く
工
夫
し
た
著
作
物
が
あ
る
。

「
ヨ
酔
大
日
本
園
蓋
」
、
「
坤
六
大
洲
園
墨
」
が
そ
れ
で
あ
る

o

ま
ず
、
「
英
字
園
墨
」
を
取
り
上
げ
る
。

（
子

中
本
左
袋
綴
一
冊
。
表
紙

濃
繰
色
地
紙
に
網
目
模
様
空
押
し
。
竪
一
八
・
四
、
横
二
了
七
糎
。
題
策

表
紙
中
央
上
寄
り
に
貼
付
。
「
一
一
一
軒
大
日
本
園
蓋
全
」
。
竪
一
三
・
一
、
横
二
・
四
糎
。
前
見
返
し
子
持
ち
枠
内
を
、
中
央
の
欄
が
大

き
く
な
る
よ
う
に
縦
に
三
ツ
割
り
に
し
、
右
上
に
「
橋
爪
貫
一
著
」
、
中
央
に
「
一
一
一
軒
大
国
本
園
墨
全
」
、
左
に
「
東
京
書
障

三
重
枠
付
短
冊
形
白
紙
。

高
笈
閤

-17 

設
行
」
と
記
す
。
序
題

英
字
園
蓋
自
序
」
。
内
題
英
字
大
日
本
園
蓋
」
。

柱
刻

白
口
。
上
魚
尾
黒
。
上
方
に
「
英
皐
園
蓋
」
と
あ
り
下
方
に
丁
付
。
丁
付
（
本
文
）
一
j

十
七
。
初
二
丁
に
は
ナ
シ
。
丁
数

九
丁
＋
見
返
し
。
行
段

本
文

有
界
八
行
二
段
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
竪
一
四
・
四
、
横
九
・
三
糎
。

刊
記

終
了
ウ
匡
郭
内
左
方
に
「
明
治
四
辛
未
歳
六
月
新
錆
／
橋
爪
貫
一
著
」
と
あ
り
、
右
方
に
「
東
京
書
捧
本
石
町
武
丁
目

椀
屋
喜
兵
衛
」

と
記
す
。
ま
た
、
後
見
返
し
匡
郭
内
左
方
に
「
松
園
橋
爪
先
生
編
輯
目
録
界
線
を
置
い
て
右
に
「
関
知
新

編
全
八
冊
／
明
大
日
本
園
墨
全
一
冊
／
神
大
日
本
園
墨
全
一
冊
／
糊
大
日
本
園
墨
全
一
冊
／
度
量
苧
摘
要
全
二
冊
／
持
名

頭
全
一
冊
／
時
名
頭
全
一
冊
／
糊
名
頭
全
一
冊
」
の
八
点
の
広
告
を
上
下
二
段
に
記
す
。
こ
れ
は
、
前
出
の
「
一
一
一
瞥
田
字
蓋
」
の

巻
末
に
付
載
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

高
笈
閤
蔵
板
」
と
出
し
、

内
容
は
、
江
戸
期
の
往
来
物
の
う
ち
の
「
大
日
本
園
蓋
」
、
「
園
名
づ
く
し
」
を
襲
っ
た
も
の
で
、

五
畿
内
、
五
箇
園
、
山
城
、
大
和
i

二

(340) 



罵
、
登
岐
、
封
馬
、
附
り
と
し
て
、

八
丈
島
、
無
人
島
、
琉
球
を
加
え
た
も
の
。
は
じ
め
に
漢
字
で
見
出
し
を
立
て
、
下
に
そ
の
ロ
ー
マ
字

(339) 

表
記
を
、

同
小
文
字
、
筆
記
体
小
文
字
の
三
体
で
示
す
。
自
序
に
「
撫
良
翁
氏
ノ
書
ニ
従
テ
」

「
替
九
憧
伊
呂
波
」
と
同
じ
よ
う
に
掻
津

ω
町
伶
は
N
w駿
河
除5
P
伊
豆

H
U
P
但
馬
、P
U
5
式
の
綴
り
を
採

用
し
て
い
る
が
、
遠
江
司
。
。
吋
O
O
z
－
－
近
江
当C
C
宮
戸
薩
摩
ω
〉
H，

ω
冨
〉
の
如
く
食
い
違
い
を
見
せ
て
い
る
個
所
も
あ
る
。
ガ
行
音
は
、

斗
見
当

T
H

や
は

長
門
Z
〉
出
。
〉
同
，0
・
越
後
Jヘ
開
（
い
回
目
回
目
。
。
等
、
出
。

k
f図
。
。
式
に
表
記
し
て
い

ヱ
ー
ピ
ス
イ
l
ウ
イ
！
ド
プ
リ
ユ
l
ヱ
ツ
キ
ス
ワ
イ
ズ
イ

A
B
C

－

v
w
x
Y
Z

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
、
活
字
体
大

と
言
、
っ
如
く
、

活
字
体
大
文
字

（
片
仮
名
振
り
仮
名
付
き
）
、

「
英
四
月
子
百
字
蓋
」
や
「
精
一
九
種
伊
呂
波
」

と
同
じ
く
、

る
所
と
、
そ
う
で
な
い
所
が
混
在
し
て
い
る
。
巻
頭
序
文
の
後
に
、

文
字
、
小
文
字
の
三
体
で
示
し
、
巻
末
に
は
、
十
二
支
、

は
、
甲
同
〉
戸
乙
君
。
叶
ω
N
W丙
出
向
ペ
円
丁
H
，
同
開
の
音
訓
み
と
、

斗A

な
お
戊
U
C
と
あ
る
の
は
、

十
干
、
東
西
南
北
を
、
本
文
と
同
じ
く
漢
字
と
英
字
三
体
で
掲
げ
る
。
う
ち
十
干

同
H
Z。
Jヘ
円
同
H
Z
O
叶
，0
・
回
目Z
C
Jへ
戸
回
目Z
O
吋
。
の
エ
ト
式
の
訓
み

近
時
、
洋
撃
益
禰
多
盛
ニ
シ
テ
、
其
書
又
牛
ニ
汗
ス
ル
ニ
至
ル
ト
雄
モ
、
未
タ
彼
ノ
園
字
ヲ
以
テ
、
我
カ
囚
名
地
名
及
ヒ
町
名
等
ヲ

-18-

の
両
方
を
、
上
下
二
段
に
示
し
て
い
る
。

明
ら
か
な
誤
刻
で
あ
る
。
自
序
で
は

記
載
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
英
土
口
利
作
文
ヲ
成
ス
ノ
徒
、之
ヲ
遺
憾
ト
ス
ト
聞
ク
、
故
ニ
今
諮
亜
園
撫
良
翁
氏
ノ
書
ニ
従
テ
、
僅
少
モ
私

意
ヲ
加
工
ス
之
ヲ
記
載
シ
テ
、
以
テ
童
蒙
ニ
便
ス
、
若
シ
之
ヲ
シ
テ
英
図
作
文
ノ
一
助
ト
ナ
ラ
パ
、
余
力
俣
倖
ナ
リ

明
治
四
未
歳

六
月

橋
爪
貫
一
誌

等
と
力
ん
で
言
っ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
日
本
の
地
名
や
国
名
を
ロ
ー
マ
字
で
怪
し
げ
に
綴
っ
て
見
せ
た
だ
け
の
も
の
。
地
名
だ
け
で

山w

勺
唱
す
、
『
中
世

u
w
y

，
可
守
司
4

な
く
拾
五
ヶ
園
ト
ロ
ロ
のO同
〉
問
。
関
戸
拾
一
ヶ
園
出
口
円
（
一
一
回
日
間
〉
問
。
戸
附
り
ベ

ω
N同
開
吋
〉
何
回
等
も
ロ
ー
マ
字
で
綴
っ
て
い
る
の
は
御
愛

っ
た
と
は
思
え
ぬ
が
、
そ
れ
で
も
、
当
時
の
人
は
喜
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

敬
で
、

き
て
、 と
て
も
「
英
図
作
文
ノ
一
助
ト
ナ
」

次
の
「
吋
六
大
洲
園
墨
」
は
、
「
英
字
園
蓋
」
と
違
っ
て
、
色
刷
り
の
美
麗
な
地
球
図
や
世
界
地
図
が
挿
み
込
ん
で
あ
り
、
外
国
の
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地
名
が
英
字
三
体
で
列
記
さ
れ
、
「
此
園
ハ
気
候
炎
熱
ニ
シ
テ
、
所
産

ノ
物
ハ
、
砂
糖
、
綿
、
迦
排
、
ス
ヒ
セ
ス
及
ヒ
、
数
多
ノ
珠
菓
ア
リ
」

（
巻
二｜
臼
巴
里
∞
河
〉
N
F
）
、
「
英
土
口
利
西
隣
ノ
一
小
園
タ
レ
ド

モ
、
奇
山
逸
迄
ト
シ
テ
、
其
光
景
画
ク
ガ
如
ク
、
最
モ
人
目
ヲ
慰
ム

ル
ニ
足
ル
」
（
巻
一l
l
m飛
列
斯
当
〉
戸
開ω
）
等
と
い
っ
た
記
事
も
僅

か
な
が
ら
あ
る
と
い
っ

た
具
合
で
、
未
だ
見
ぬ
遠
い
国
々
に
対
す
る

憧
れ
を
十
分
か
き
立
て
て
く
れ
る
書
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

紙

数
の
関
係
か
ら
、
そ
の
す
べ
て
は
紹
介
で
き
な
い
が
、
管
見
に
入
っ

-19-

た
二
本
の
う
ち
、
巻
一
の
亜
細
亜
、
欧
羅
巴
ノ
部
の
概
要
を
記
す
こ

と
と
す
る

。

書
型
は
次
の
知
く
で
あ
る

。

中
本
左
袋
綴
一
冊

。

表
紙

青
紫
色
地
紙
に
松
皮
菱
模
様
空
押

し

。
竪

一
八
・
二
、
横
一
一
了
五
糎。

題
資

子
持
ち
枠
付
短

冊
形
白
紙
、
表
紙
中
央
上
寄
り
に
貼
付。

上
に
「
横
文
字
」
と

右
横
書
き
で
小
さ
く
角
書
き
し
、
そ
の
下
に
「
六
大
洲
園
蓋

師
酬
同
一
υ脚
全
」
と
記
す

。

竪
二
二
・
七
、
横
二
・
九
五
糎。

扉
オ

モ
テ
は
、
匡
郭
内
を
中
央
の
欄
が
幅
広
に
な
る
よ
う
に
縦
に
三

ツ
割
に
し
、
中
央
に
「
Z
〉
去
何

吋
同
開
＼戸
〉
Z
ロ

(338) 

om
, 

。

z 



貫
輯
」
と
出
し
、
下
方
に
小
判
形
の
枠
を
作
り
、

界
線
を
置
い
て
下
方
に
「
六
大
洲
園
蓋
」
と
大
き
く
書
名
を
記
す
。
そ
し
て
右
の
欄
上
方
に
「
松
園
橋
爪

そ
の
中
に
「
師
一
時
一
之
部
」
と
記
し
、
左
の
欄
に
「
東
京

(337) 

叶
回
開
＼C
F
C
回
開
」
と
出
し
、

誠
之
堂
梓
」
と
版
元
名
を

出
す
。

ウ
ラ
は
匡
郭
内
に
「
〈
同
・
ロ
〉
窃
出
目
白
＼
関
口
Z
同
＼
ロN関
口
ω
回
目
」
と
ロ
ー
マ
字
表
記
の
書
名
を
記
す
。

序
題

六
大
洲
園
尽
序
」
。
尾
題

六
大
洲
園
蓋
初
編
終
」
。

柱
刻

白
口
。
上
魚
尾
黒
。
「
英
皐
六
大
洲
」
下
方

丁
付

丁
付

一
i

十
六
。
丁
数

一
六
丁
（
扉
一
＋
序
一
＋
凡
例
半
丁
＋
索

引
一
＋
本
文
二
一
丁
＋
広
告
半
丁
）
＋
奥
付
。
別
に
西
半
球
・
東
半
球
の
見
聞
き
図
と
、
〉
ω
－P
開
口
問
。
司
一
開
の
色
刷
り
折
り
込
み
地
図

各
一
枚
あ
り
。
匡
郭

四
周
単
辺
。
竪
一
五
、
横
九
・
九
五
糎
。
行
段

本
文
は
横
組
み
有
界
八
行
二
段
。

刊
記

後
見
返
し
貼
付
の
奥
付
左
方
に
「
松
園

橋
爪
先
生
著
作
」
と
出
し
、
界
線
を
置
い
て
右
に
「
明
治
四
辛
未
年
九
月
／
東
都
書
林
／

今
川
橋
通
商
福
田
町
製
本
所
誠
之
堂
岩
次
郎
／
本
石
町
武
丁
目
十
軒
店
椀
屋
喜
兵
衛
」
と
記
す
。
ま
た
、
終
丁
ウ
に
「
六
大
洲
園
蓋
二
編
三
編
嗣

-20-

出
／
滑
稽
窮
理
雑
談

初
編
ヨ
リ
／
訓
蒙
名
物
園
解

初
編
近
刻
／
洋
葬
訓
蒙
園
舎

二
編
嗣
出
／
大
全
世
界
旅
雀

初
編
二
編
近

刻
」
と
、
六
点
の
広
告
を
出
す
。
序
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

タ
イ
サ
ン
ワ
キ
ハ
サ
ホ
ク
カ
イ
コ
エ
ミ
ナ
ニ
ン
ジ
ヤ
ウ
ヲ
モ
ム
ト
コ
ロ
チ
カ
ゴ
ロ
ヤ
ウ
ガ
ク
イ
ヨ
／
（
＼
サ
カ
デ
ツ
チ
コ
ワ
ラ
ワ
イ
タ

泰
山
を
挟
ん
て
北
海
を
越
ん
と
す
る
は
、
皆
人
情
の
赴
く
所
な
り
、
近
時
洋
皐
愈
盛
ん
に
な
り
て
、
丁
稚
小
童
に
至
る
ま
で
、

イ
ツ
タ
イ
カ
チ
リ
ト
ソ
ノ
シ
ヨ
マ

7

ォ
、
ュ
エ
セ
イ
シ
ド
ウ
シ
ユ
キ
タ
リ
ソ
ノ
チ
メ
イ
ゲ
ン
ギ
ヨ
ン
ウ
ロ
ク
ノ
ソ
ム
ヨ
リ
ソ
ノ
ア
ラ
マ
シ

一
搬
に
彼
の
地
理
を
解
き
、
其
書
も
又
多
し
、
故
に
誠
之
堂
主
来
て
、
其
地
名
の
原
語
を
輯
録
す
る
事
を
望
に
依
て
、
其
概
暑
を

ア
ツ
ム
ル

キ
サ
イ
モ
ツ
コ
レ
ア
タ
フ
シ
カ
イ
ヘ
ド
ワ
ガ
ク
ニ
チ
リ
オ
キ
タ
ホ
ウ
チ
ノ
リ
ト
コ
レ
ヒ
ト
セ
ン
キ
ッ
、
ゥ
ャ

記
載
し
て
以
て
是
を
輿
、
然
り
と
量
も
、
我
閣
の
地
理
を
置
て
、
他
邦
の
地
理
を
解
く
は
、
之
、
人
の
油
積
を
頭
痛
に
病
む
の

ル
イ
ア
ザ
ケ

類
な
ら
ん
と
、
欺
る
こ
と
な
か
れ

明
治
四
辛
未
季
八
月

橋
爪
貫
誌
（
印
「
松
／
園
」
「
橋
爪
／
貫
印
」
）
」

そ
し
て

こ
の
序
文
に
続
い
て
次
の
様
な
凡
例
が
あ
る
。



此
書
ハ
園
蓋
ノ
名
ヲ
命
ス
ト
ロ
虫
一
モ
、
其
下
辺
へ
首
府
ノ
名
ヲ
モ
皐
タ
リ
、
猶
山
川
湾
港
及
ヒ
園
名
ノ
遺
満
セ
ル
者
、
名
所
古
跡
等
ハ
、

編
ヲ
追
テ
之
ヲ
掲
示
ス
ベ
シ

園
都
ノ
名
ヲ
開
テ
之
ヲ
索
ル
ハ
容
易
ナ
リ
ト
量
モ
、
蟹
行
字
ヲ
以
テ
之
ヲ
求
ル
ハ
難
シ
、
故
ニ
今
「
ヱ
ビ
シ
」
ノ
順
序
ヲ
追
テ
、

名
等
ノ
頭
字
ヲ
挙
タ
リ
、
仮
令
ハ
戸
O
Z
ロ
C
Z
ト
在
ル
ハ
、
戸
ノ
部
ニ
F
C
Z

汁
相
、
之
ヲ
得
テ
以
テ
本
編
ヲ
見
ル
ベ
シ

其
地

明
治
四
未

歳
仲
秋

橋
爪
貫
誌
」

右
の
凡
例
に
言
う
よ
う
に
〉
開
の
け
オ
、

寸
け

w

辻
い

U
N
U
可

は
〉
司
の
の
誤
刻
で
〉
明
。
〉Z
H
ω一
寸
〉Z

〉
Z
〉
汁
ウ
、

室と
〉〈ど

はム

2三寸弓
tご守 σ3

zv ~~ 
（
州
劃
）
、

巻
頭
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
「
索
引
」
が
あ
る
。

叶
中
同
叶

〉
河
〉
は
〉
河
〉
回
目
〉
（
岡
常
－
R
凶
問
）

〉
開
。

（
困
曽
川
柿
簡
）
、

の
こ
と
。
本

文
は

「
一
一
一
軒
大
日
本
園
蓋
」

と
同
じ
く
、

21-

体
小
文
字
の
三
体
で
示
す
。

は
じ
め
に
漢
字
見
出
し
を
立
て
、
次
に
活
字
体
大
文
字
（
片
仮
名
付
訓
ア
リ
）
、
同
小
文
字
、
筆
記

寸

w
u
寸
寸
，

v

、
内
マ

7
J

劫
守
占
寸
、
『
U
F
A
W
Q
τ

困
掛
田
川
問
〉ω同
〉d

回
一
廿
』
〉
司
〉
z
d
洲
判
吋
。
口
同
ハ
ロ1．
〉
己1

決
、
，
一
，
一
回
わ
戸
〉

Z
ロ
’
帥
覇
、
調ω
回
開
同
，F
〉
Z
U

に
至

H
U

＼

t
4
H
U
N
4
J
4
t

，

v
p

ゃ
い
け
、

4
Y
H
U
Q

代

h
N

号
、

る
八
八
の
地
名
・
国
名
を
収
載
す
る
が
、
潮
時
朝
一
」
何
一

Z
の
戸
〉
z
u
d部
国
ω
項
目
同
，N
何
回
口
、
〉Z
ロ
d
叫
きD
井
口
口
∞
ロ
z
d能
頚
陥
巴
）
円Z
∞
口
問
。
何

の
如
き
例
も
あ
り
、
訓
み
は
あ
ま
り
感
心
で
き
な
い
。

な
お
、
巻
二
は
巻
一
と
同
体
裁
で
十
八
丁
。
地
図
は
五
葉
。

題
策
の
副
題
に
は
「
師
糊
糊
糊

ι苅
部
」
と
だ
け
あ
る
が
、

扉
に
は
「
亜
非
利
加
、

海
園
／
南
北
米
利
賢
及
／
海
島
之
部
」
と
あ
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
i

カ
ス
ピ
海
に
至
る
一
O
二
の
地
名
を
あ
げ
る
。

斗

A
H
寸
い
叶

京
製
本
所
近
江
屋
岩
次
郎
刊
。
「
海
園
」
は

O
わ
閃
〉
Z
H
b
rの
こ
と
、
「
海
島
」
は
部
立
て
を
し
て
い
な
い
が
、

1

斗

J
W
ψ
M
L

守
吐
、

4
Y

〉
ぐ

π

吐
、
斗

w
y
w
q
u
n
π

寸

Y
W

＼
｜

ハ
リ
〉
何
回
国
一
回
一
向
〉

Z
ω
同
P

回
一
廿
荷
印
刷
〉C
m，
』
〉
匂
〉z
d
汁
判
明
日
神
間
）
〉
（

U
H
E（
いC
（U開
〉
Z
I

糊
荷
（
V〉
ω
苫
〉
Z

印
刷
〉
の
部
分
を
指
す
ら
し
い
。

明
治
四
辛
未
歳
仲
秋

東

巻
末
の
世
口
部
区
荷

巻
一
の
ヤ
ッ
パ
ン
が
ジ
ヤ
ツ
パ
ン
に
な
っ
て
い
る
等
、

こ
ち
ら
も
訓
や
綴
り
に
暖
昧
な
点
が
目
立
つ
。

右
に
見
た
如
く
、
橋
爪
貫
一
は
、
明
治
三
年
1

五
年
に
か
け
て
、
仏
学
、
英
学
関
係
の
初
等
入
門
書
や
綴
字
書
を
十
点
余
り
編
纂
し
刊
行
(336) 
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し
て
い
る
が

そ
れ
と
併
行
し
て
、
「
童
蒙
必
讃
年
開
巻
」
や
同
「
皇
議

(335) 

巻
」
、
「
州
名
巻
」
を
明
治
三i
五
年
に
か
け
て
著
述
出
版
し
、
漢
語

辞
典
で
あ
る
「
新
撰
字
類
」
を
、
松
屋
貫
一
名
で
明
治
三
年
七
月
に

刊
行
し
て
い
る
。
彼
の
活
動
は
幕
末
に
始
ま
る
が
、
ざ
っ
と
眺
め
渡

し
て
み
る
と
、
明
治
五
、
六
年
を
境
に
、
そ
の
著
作
活
動
は
、
洋
モ

「六大洲図表」本文・ 11 ウ 12オ

ノ
か
ら
和
漢
の
辞
典
や
初
等
入
門
書
、
用
文
章
の
方
に
移
っ
て
行
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る

。

そ
の
中
、
例
え
ば
「
童
蒙
必
讃
州
名
巻
」
（
明
治

三
年
原
刻

。

明
治
五
年
版
、
七
年
再
刻
本
ア
リ
）
は
「
英
字
園
墨
」

22-

に
通
じ
る
し
、
「
寓
園
地
誌
略
字
引
」
（
明
治
八
年
）
は
「
六
大
洲
園

護
」
に
、
「
外
史
諜
名
地
名
人
名
官
職
之
部
」
（
明
治
一
一
年
）
は
園
蓋
や

「
英
息
子
4
苗
字
蓋
」
「
名
頭
字
蓋
」
等
に
通
じ
る。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

云
々
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
既
に
紙
数
を
大
巾
に
超
え
て
い
る。

It• 

ず
れ
別
稿
で
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い

。

（
注
）

（1
）
「
世
界
商
責
往
来
」
は
、
〔
正
〕
、
積
、
績
々
、
補
遺
、
追
加
と
五

編
ま
で
出
て
い
る
が
、
松
園
橋
爪
貫
の
署
名
の
あ
る
も
の
は
、
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管
見
に
入
っ
た
も
の
で
は
〔
正
〕
・
績
の
二
編
の
み
。
〔
正
〕
編
は
明
治
辛
未
（
四
〈
一
八
七
一
〉
年
）
晩
秋
下
涜
の
序
刊
で
、
明
治
六
年
十

月
、
東
京
書
林
青
山
宮
清
山
清
吉
梓
吻
「
轍
柾
世
界
商
責
往
来
」
と
い
い
士
一
明
版
も
あ
る
。

ι
正
〕
調
の
序
次
は
「
件
舶
交
易
以
来
、
世
間
通

行
之
書
簡
文
章
、
頗
樵
二
漢
語
西
語
一
、
童
蒙
児
女
子
、
往
：
有
一
一
難
レ
護
者
一
罵
、
余
為
レ
是
著
二
小
冊
子
一
名
目
下
世
界
商
責
往
来
上
」
云
々

と
平
凡
で
あ
る
が
、
績
編
の
方
に
は
、
著
者
の
心
情
が
多
少
窺
え
る
の
で
、
次
に
示
す
こ
と
に
す
る
。

績
世
界
商
責
往
来
自
序
ト
ニ
リ
テ
ヲ
ス
ル
ヲ
ス
レ
ヲ
ト
ノ
テ

或
人
目
。
世
構
一
一
著
作
家
一
者
。
有
二
三
等
一
矢
。
以
二
高
明
正
大
之
言
一
。
奨
二
諭
士
民
者
。
為
一
一
之
上
等
一
。
其
倣
レ
之
。
而
力
相
：

劣
者
。
為
一
一
之
中
等
一
。
以
二
墳
：
之
片
句
隻
言
一
。
而
告
一
一
間
巷
之
細
民
」
知
二
松
園
子
一
者
。
是
謂
一
一
之
下
等
」
然
針
一
一
庇
不

モ
ル
ト
ニ
ニ
モ
ガ
ロ
ス
ラ
ハ
ニ
ニ
テ
テ
白
ヲ
ニ
ン
ヤ
ヲ

化
之
俗
耳
一
之
功
。
最
居
レ
多
吉
川
。
余
窃
喜
テ
日
。
有
余
所
レ
為
。
有
レ
功
二
於
世
教
」
則
宣
敢
以
二
大
方
君
子
之
峨
笑
」
俄
頃
易
レ
地
乎
。

ル
ノ
ハ
ス
ナ
ラ
ナ
ラ
チ
ハ
ス
ル

y

嘗
夫
十
個
之
世
人
中
。
其
三
。
必
従
一
一
事
〆
洋
西
皐
課
J
而
己
化
之
民
也
。
其
二
。
必
不
レ
漢
不
レ
洋
。
乃
半
化
之
民
也
。
其
五
必

チ
ル
セ
ス
ル
ヤ
ハ
ス
ル
ノ
ヲ
ツ
ス
キ
ニ
ン
ヤ
ヲ
ヤ
ル
ノ
セ
ニ
ノ
ノ
テ
ヲ

市
井
僻
遠
之
頑
阻
ニ
〆
。
而
乃
不
レ
化
之
民
也
。
化
一
一
於
半
化
之
民
」
且
非
レ
易
。
況
於
一
一
不
レ
化
之
民
一
子
。
夫
其
扶
二
高
明
之
論
」
而

ニ
ノ
ミ
カ
ノ
ノ
ス
ル
リ
ハ
ニ
ツ
ノ
ン
カ
ル
ヤ
ラ
ハ

自
居
一
一
上
等
一
者
之
所
レ
係
。
十
人
中
僅
二
人
耳
。
下
等
余
輩
所
レ
係
者
。
十
人
中
居
一
一
其
半
」
且
其
難
易
。
果
〆
安
在
故
。
然

ニ
レ
チ
カ
テ
ヲ
マ
テ
ニ

則
下
等
余
輩
之
功
。
却
出
二
於
上
等
之
上
」
是
乃
余
所
干
以
二
技
拙
才
蹄
。
而
至
レ
死
不
上
レ
僻
也
。
余
所
レ
著
。
世
界
商
責
往
来

ナ
ル
梶
一
ト
メ
テ
テ
キ
ヲ

γ

ニ
ス
ト
ク
一

者
。
雄
二
僅
t

小
冊
子
。
勉
以
レ
易
レ
了
二
暁
僅
俗
」
為
レ
要
。
開
其
書
。
己
在
一
一
小
皐
校
之
初
皐
課
中
」
余
喜
何
言
。
鳴

ク
ン
ソ
ケ
ン
ヤ
カ
ル
ニ
テ
ヲ
ス
ニ

呼
罵
可
レ
無
一
一
後
編
一
哉
。
終
以
二
此
言
」
賛
一
一
巻
端
」

子
レ
時
明
治
五
壬
申
十
月
也
松
園
主
人
自
諜

ハ
リ
ロ
〉Z
の
国
〉
円
一
円
冨E
N
H
F同
開
何
回
口
開
門
〉
昌
広
位
。

z
Z
N
開
ω
回
Jヘ
吋
同
川
河
田
一

Z
Z
開
〉
宮
仲
間
同
（
い
〉

H
Z円
す
な
わ
ち
、
ヘ
ボ
ン
の
「
和
英
語

林
集
成
」
（
慶
応
三
〈
一
八
六
七
〉
年
）
や
、
薩
摩
学
生
の
「
和
諜
英
辞
書
」
（
明
治
二
〈
一
八
六
九
〉
年
）
等
を
印
刷
し
た
上
海
の
米
国
美

華
書
院
刊
。
一
八
七
一
年
二
月
付
の
謀
者
の
序
文
に
n
o
g
－C
5
0
0
巳
己
完
可
包
ロ

2
Z
ロ
門
古
島
色
。
ロ
ロ
包
括
母

U
R
F
0・z
g
g

ロ
ロ
F
円
四g

z
ロ
m
c
m訪
問
吋
釦
ロm包
ω
0
2
ω
ロ

m
E
F
E
一
一
吋
冨
－
Z
口
の
開
Z
け
と
あ
り
、

z
c
m
o
Eの
仏
英
辞
典
が
基
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
z
c
m円
一
命
口
同

は
叶
｝
5
5
2
z
c
m
g丹
の
こ
と
で
、
そ
の
仏
英
辞
典
と
は
、
一
七
六
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
初
版
が
出
た
〉
Z
O
者
可
。
の
W
E
g
n
z
。
ロ
ω
ミ
ぇ

p
o
m，

Z

ロ
の
『ω
ロ
（
日
開
口mE
ω
F
F
ω
口
問
己
防m
g
Z
件
当
。
司ω
ユ
ω

で
あ
る
。
同
書
は
そ
の
後
、
版
を
重
き
ね
、
一
八
一
八
年
に
は
パ
リ
で
。
巳
月
ω
ロ

に
よ
る
増
訂
版
Z
。
ロ
〈
g
c

品
目
立
芯
ロ
ロm
t
z
仏
ぬ
℃
。
。
F
O
骨
ω
口
町
三ω1
ωロ
m
F
2
2
mロ
m
－a
ω
1苛
ω
ロ
的
。
貯
の
第
一
七
版
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
後
も
一
八
五
O
年
に
第
三
九
版
、
六
五
年
に
四
七
版
（
Z
o
c〈
g

ロ
門
出
丘
一
。
ロ
ロ
包
括
母
ち
の
宮
町
吋

m
g
m巴
ω
I
S
m
－ω
2
2
2
m
E町
内
吋
m
5
2
2）
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と
版
を
重
き
ね
、
さ
ら
に
異
版
も
多
く
出
て
い
る
。
ま
さ
に
謀
者
の
言
う

E
2
M
g
ロ
ロ
ロ
よ
く
知
ら
れ
た
著
名
な
辞
典
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
本
書
が
底
本
と
し
た
も
の
は
、
序
文
中
に
そ
の
緒
言
を
長
々
と
引
い
て
い
る
第
二
一
版
の
ロ
ン
ド
ン
版
か
、
第
三

O
版
で
あ
る
。

「
創
刊
十
鉢
い
ろ
は
」
「
問
問
七
以
呂
波
」
｜
｜
「
七
ツ
い
ろ
は
」
の
流
れ
｜
｜
「
妻
文
研
究
」

ω
号
（
一
九
九
二
年
三
月
）

「
諒
一
七
ツ
以
呂
波
」
の
数
字
は
一

i

十
と
、
百
、
千
、
零
、
「
題
一
九
樫
伊
巴
波
」
の
方
は
一

t
J一
一
干
と
、
百
、
千
、
一
高
、
十
高
、
百
高
、

そ
れ
に
零
で
あ
る
。
発
音
の
異
な
る
個
所
を
次
に
あ
げ
る
（
は
じ
め
が
七
ツ
以
呂
波
、
後
が
九
体
以
日
波
）
。
一
、
ワ
ン
｜
1

ウ
ォ
ン
、
三
、

斗ρ
υ
＼
一
向
、
ャ
一
“
々
斗

Y

泊
『
υ＼
可
、
守
一
三

d

け
て
て

ス
リ
ー
ー
ズ
リ

l

、
五
、
フ
ァ
イ
ブ
｜
｜
フ
イ
フ
、
七
、
セ
ー
フ
ン
ー
ー
ー
シ
｜
フ
ン
、
百
、E
E
O
E
－
－
。

R
E

ロ
号
。
。
千
、
岳
。5
2
ι

d
u斗
υ＼
？
斗

1
A
N
Y
τ

1
1
0

ロ
Z
F
。
ロ
g
E

零
（
g
c
m
Z）
ノ
ウ
ト
｜
｜
ノ
l
o
E
E
Z

与
に
つ
い
て
は
双
方
と
も
綴
り
を
間
違
え
て
い
る
が
、
九
体
以
巴
波
で

斗
す
が
て
〒
句
、
で

τ
7

斗
！

A
H
Q

－
“

は
一
高
も
出
。
ロ
ロ
己o
E
F
。
c
g
H

丘
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

五
体
の
も
の
で
は
な
い
が
、
後
の
園
蓋
し
と
も
関
連
す
る
の
で
、
苗
字
蓋
、
園
蓋
、
名
頭
字
査
が
合
本
と
な
っ
た
幕
末
期
の
一
本
を
紹
介
し

て
お
く
。

中
本
一
冊
。
竪
一
七
・
四
、
横
一
一
・
三
糎
。
共
紙
表
紙
。
（
後
表
紙
は
「
吉
」
「
田
」
の
名
を
菱
形
の
中
に
入
れ
た
格
子
模
様
の
も
の
。
）
外

題
桜
花
と
縞
模
様
の
あ
る
飾
り
枠
内
を
界
線
で
縦
に
三
ツ
割
り
に
し
、
中
央
に
「
酎
字
誌
名
頭
字
蓋
」
と
大
き
く
書
名
を
出
し
、
右
に
「
蘭

馬
喰
町
四
I

目
右
カ
し
ら
じ
め
う
じ
づ
く
し
だ
い
に
つ

香
堂
墨
跡
」
、
左
に
「
東
都
吉
田
屋
文
三
郎
板
」
と
記
す
。
内
題
各
々
に
あ
り
、
「
名
頭
字
」
（
一
オ
）
、
「
首
字
墨
」
（
三
ウ
）
、
「
大
日

ぽ
ん
く
に
づ
く
し
な
ら
び
に
こ
ふ
り
づ
け
な
が
し
ら
じ
づ
く
し
め
う
じ
づ
く
し
だ
い
に
っ
ぽ
ん
く
に
づ
く
し

本
園
墨
井
郡
付
」
（
六
ウ
）
。
尾
題
名
頭
字
蓋
終
」
（
三
オ
）
、
「
苗
字
墨
終
」
（
六
オ
）
、
「
大
日
本
園
墨
終
」
（
一
四
ウ
）
。
柱
刻
白
口
。

上
方
に
題
名
、
O
を
置
い
て
下
方
に
丁
付
。
「
名
頭
字

O

一
（
i
二
）
」
、
「
苗
字
蓋O
三
（
i
四
）
」
、
「
名
字
墨O
五
」
、
「
園
蓋
O
六

馬
喰
町
四
丁
目

（i
十
四
）
」
。
丁
数
十
四
丁
。
刊
記
終
丁
ウ
本
文
末
左
下
ス
ミ
に
「
吉
田
屋
文
三
郎
板
」
と
あ
る
。
ま
た
後
見
返
L
に
「
消
息
往
来

原
町
噴
町
其
丁
目

檎
抄
」
l

「
同
（
用
文
章
槍
抄
）
三
編
」
に
至
る
十
三
点
の
絵
抄
類
の
口
上
書
き
付
き
広
告
が
あ
り
、
末
に
「
東
都
書
林
吉
田
屋
文

三
郎
板
」
と
あ
る
。
匡
郭
四
周
単
辺
。
毎
半
葉
五
行
。

げ
ん
へ
い
と
う
き
っ
お
と
お
と
う
止
も
ん
さ
ふ
ら
う

「
名
頭
字
」
は
、
源
、
平
、
藤
、
橘
1

乙
、
音
の
一
五
一
種
に
、
右
衛
門
j

三
郎
の
十
種
を
あ
げ
、
末
に
殿
、
様
を
各
々
四
体
の
字
様
で
示

す
。
「
苗
字
蓋
」
は
、
松
平
、
前
回
、
伊
東j
山
田
、
佐
野
、
田
中
に
至
る
一
二
二
名
。
「
大
日
本
園
蓋
」
は
、
五
畿
内
五
箇
園j
西
海
道
九
箇
園
、

そ
れ
に
二
島
六
十
六
州
之
外
（
萱
岐
、
針
馬
）
ま
で
を
収
載
す
る
。
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